論文概要の説明分

私が今回の小論文で伝えたい内容は、デジタル化による品質不正トライアングルの撲滅についてです。今回発生した品質情報の改竄事案を分析したところ、不正のトライアングルと言われている、機会、動機、正当化が重なる状況でした。また社内の実績情報の管理に関して調査を行ったところ、ほとんどの実績情報が、紙で運用されていることが分かりました。その意味でも、発覚された事案以外にも多数発生していてもおかしくない状況でした。
残念ながら、品質不正トライアングルの中でも動機や正当化の部分はシステム整備で完全に防御する事は出来ません。従って、機会についてシステム整備による改竄防止策について検討し、対応した事例を論文に記載しました。先ずは、デジタル化により機会を発生させない事です。紙での対応であったことは確実に不正の機会に繋がり、改竄と言う行為は間違った認識で動機や正当化を生み出します。つまり、「改竄ができない環境の整備」と「紙の廃止」を目標として、デジタル化を実施するわけですが、そのデジタル化のベースとなるネットワークの再構築を行いました。
 現在は、金谷工場と福岡工場で本番運用しており、紙記録の削減と情報共有の迅速化といった副次効果も得られています。今後は他工場にも展開し、全社的にシステム基盤整備を実施して、改竄環境の整備に努めていきます。
 
